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昭和32年ほ日立エレベータ,エスカレータにとってほ

画期的な進歩発展が促された年であった｡

その主なものに次のようなものをあげることができる

(1)

(2)

(3)

(4)

自動エレベータの多数並列運転方式

エレクトロニックス広川の自動化エレベータ

寒冷地における 外エレベータ

全透明型エスカレータ

また製作台数ほ前年度に比し25?云の増しであった..【

】d.1エ レ ベ ー タ

1る.1.1小平記念館のエレベータ

小平記念館は日立製作所の創業 ′J､平浪平翁の遺徳港

しのび,これを後世永く伝えるために てられた近代

築の記念館である｡これに設置されたエレベータもまた

日立エレベータ陣のあらゆる技術の粋を尽Lた最高級の

もので,他社にさきがけ数多くの新い､試みを施Lてい

る｡以下特に日新い､点を紹介する.っ

(1)速度毎分200皿/minで巨Ⅰ本最高

現在日本における客用エレベータの速度は最高級のも

ので150皿/minであるが,本エレべ一列まこれを30%｣ヒ

回る200m/minで日本最高記録である｡1速度を上げるこ

とは,乗心地,ケージに伝わる振動,音響など,技術的

第1図 赤外線装置付きの自動扉

第2岡 ′ト 平 記 念 館 全
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に相当むづかしい諸問題があるが,今回はこれら問題点

をガイドレールの 作,据付を特に精備に行い,ケージ

の防振,防音構造を完璧にし,かつシープ径を人きくし

てローブのハンマリングを少なくL-たなどの対策,研究

をして快適な乗心地を出すことができた【

(2)赤外線自動装置

これは普通のエレベータと違い乗場の呼ボタンを抑す

必要なく,単に乗場のドアーの前に立つだけで,ケージ

を呼び せたり,扉を開けさせたりさせる装閏で,まさに

画期的なもので日本でも初めての武みで好評を博してい

る｡

この装置ほ各階床のドアーの前に不l-∫糾光緑を.走らせ

ておき,この目に見えない赤外線を乗客がさえぎれば,

フォトトランジスタが動作し補助リレーを介して,呼ボ

タンを押したと同じ操作を自動的に行って,呼び寄せ,

開扉をやらせるものである｡

また本 置はセーフティシューの役目もL,/＼が来り

降り中ほ閉りつつあるドアーを人に触れるr抑こ,ただち

に自動的に反転させるので,危険でなく能

(3) ケージ内の放送

的である.(

本エレベータは自動エレベータとして使用しているの

で,乗客にその運転操作 などをテープ~コーダによりア

ナウンスさせている｡これはあらかじめ録音してあるエ

ンドレスのテープを使用し,タイマーによりドアーの開

閉時一定時期に,自動的にテープコーダの駆動モータの

回路を作って放送させるものである〔こうLたケージ内

の放送装置もデパートなどの店l月案内放送に蘭~tjできる

新しい試みで,特に運転手なしの日動エレベータで粟つ

たとたんに しい声で流れてくるアナウンスは,人気を

呼んでいる｡

】る.1.2 4台の並列全自動運転方式

年々,全自動エレベータは目ざまLい進=を行いつつ

ある｡従来,混雑時にほ運転下の､Ⅲ断によって運転能率

を高めるのが,一般の常識であったが,全自動エレベー

タの並列運転方式が開発されてからほ,混雑時にも運転

手なしで高能率運転を図ろうとする要望が高まってい

る｡日立製作所では昭和30年6月まったく独創的な見地

から2台の並列運転方式を開発したコ この国産第一--一片機

である丸紅飯田ビル納の日立エレベータに続いて,国際

電信電話株式会社大阪ビルにも第ニー弓･傾が運転開始し

た｢これらの並列運転二万 ほ,その有機的な自動管理運転

むこよって,混雑時にも驚異的に運転能率をあげ,乗客に

対してほとんど待たずに乗れるエレベータという印象を

与えている｡今回.さらに3台の並列全自動運転力式

(Triplex collective control),4台の方式(Quadruplex

eo11ective control)をやつぎ早に完成し,そj-tぞれ大阪

含同庁舎,住友銀行ビルに納入した｡ニの新方 も2台
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第3図 北海道観光テレビ塔全景

の場合の考え方を発展させたものであって,ほかに例の

ない独特な運転方式であって,むだな待合せ 問を省く

ため最大の障害も解決されたということができよう｡

は】.3 寒地屋タト用観光テレビ塔エレベータ

テレビの発展に伴い,アンテナの保守および調整をか

ねて,各地に観光施設を併設したストローク100m前後

のテレビ塔エレベータがあいついで計画されている｡.今

回,札幌市内にNHKのテレビ放送を目的としたテレビ

堵が計画され.4台のエレベータを受注した- うち2台

のエレベータほ屋外観光用として使用されるが,寒地屍

外用エレベータはわが 初の試みであり廷桐翫.一盲三視の的と

なっている｡.

すでに,営業運転を開始し好評を博している｡舞3図

iこその概観写真を示す｡次に,

点を述べると,

･;､ 冷暗における対策

地撞外用とLての特異

機械室ほ塔上部,すなわち,地上約100mの高所に設

:ナられる関係上,冬異邦こおける室内の温度降下ほ氷点~~F
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第4図 トロリおよび集電装同

20′､〉300Cに

達すること

が考えられ

るっ しがた

って,トラ

クショ ンマ

シーンのギ

ヤーオイル

粘度も著し

く増加する

ことが考え

られる･･

方,ガイド

レールの凍

結による起

動抵抗もかなりの大きさになってくる｡したがって,所

要馬力もこれらを考ぼしてあらかじめ大きく選定され

る｡これらに対してほ,特に機械室には日動温度調整装

置を設け管理室で容易に温度管理ができるようにし,ガ

イドシューもローラタイプのものを使用して走行祇抗を

極力少なくするようにした〔

(2)トロリワイヤおよび

エレベータの制御および信号用配線ほ風圧による振れ

を考慮して清付硬鋼のトロリワイヤを使ノー1jしたが,雪解

絶の扮
也川縁絶るけお掛け 不良,あるいは短絡などが

考えられるので,これらについてほ特に考慮が払われて

いる.〔 部分もワイヤの凍結による接触不良を考慮し,

ローラ型および摺動式接触芋

を併用させることとした｡運

転 呆も走行時の騒音はきわ

めて少なく良好な結果が得ら

れている｡

(3) ケージの構造

本エレベータは市内道路の

真上に取り付けられている

が,冬期ケージから｢つらら｣

が卜り道路上に落下する危険

があるので,i■っらら.｣防止の

目的でケージほ断熱構造のも

のとし,室l月温度による雪解

けを防止するようにした｢ま

た観光用であるのでケージ内

からの展望をよくするためケ

ージ側板にほ三方とも腰高上

を総ガラス張りとした｡照明

にほ特に,低温用蛍光灯を用

い-100C種度までは保証する

ようにしたっ 宅内保品川Jとしてはルームヒータを併設し

ている｢

1d.2 エスカレータ

31年掛こ引続き相当の受注量があり主とLてデパート

カ耐こ進出した.｡意匠がエスカレータに占める重要度ほ

その極点に した感がある〔日立が11ヒ界に先がけて透明

欄干を有するエスカレータを開発Lて以来,仝l玉1的に普

及した｡32年度に至りさらに全透明エスカレータを完成

して一段と光彩をはなつことになった｡すなわち↑回相

模鉄道株式会粁の文化会館に欄干の透明耶分をさらに拡

大した全透明欄干エスカレータを納入し,好評のうちに

運転に入った｡第5図ほ同エスカレータを示したもので

ある｡移動手摺駆動 照ほ従来欄干の一一服こ内蔵せられ

てあったが,全透明エスカレータでほこれを全部鉄骨内

に納め,全面的に強化ガラスを張りつめたものであり,

手摺の直下にほ長芋移動加如こ踏段を照明する蛍光灯が

取り付けられて,乗客は光源を直視することがないよう

になっている｡したがって目を刺激せず踏段の明るい合

理的な照明となっている｡欄干内側を全照明する場合と

比較すると多少豪華さは劣るが,重苦Lい圧迫感を取り

除き軽快優 である｡またゆるい曲線を持った透明ガラ

スほ,照明灯,デッキボードと反射して渦を巻き,目を

華

､
ヽ
ノば

､
｢
ノ さを現り=ノている｡

一方実用的なエスカレータ,すなわち息1庁などほ腰準

形式にし,単純芙f朋勺なものも一般商社,地下鉄などに

好適であって,目下製作中である｡

第5図 相模鉄道株式会社文化会館納全透明エスカレータ
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